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I.生命の誕生
I.肉のよみがえり
m．限りなき生命
w．時間と永遠
I.生命の誕生
「人はパンのみにて生くる者にあ
らずエホバ（神）の口より出ずる
言葉によりて生くる者なり」
（申命記 8 • 3) 
「わたしはまだ、生きている」と云う文と
「あの人はパンだけで生きている」と云う文を
くらべると、どちらも「生きている」と云う語
を含む文であるが、その「生きる」の意味は等
しくない。 「わたしはまだ生きている」は、
題である。こういうわけで、 「生きているこ
と」という人の目に見えない生命現象を対象と
し得る意識過程においてしか、 「普遍的生命」
を、つまり「生命とは何か」を知ることはでき
ない。
こういうわけで、われわれ人間が莫に生きて
いると認め得るのは、人間が生物学的に自然の
法則にしたがっている他に、もっと高い理性
（精神）の法則にも、従って生きているときだ
けである。人間の真の生命は、動物としての個
「わたしの両親はもう生きていない」とは反対 体を理性の法則に従わせることによって、自己
に「わたしはまだ死んでいない」と云うことで
ある。 「あの人はパンだけで生きている」と云
うことは、パンを常食として日を暮らしゆく
（生活する）と云うことである。 「わたしはま
だ生きている」の「生きている」は、こう云う
わけで、個体の生命の生・死それ自体を、した
がって「普遍的生命」を問題にしており、 「あ
の人はパンだけで生きている」は、個体の生・
死とは直接には関係なく、個体の「生存」が問
のうちに意識される。それ以外に人間の生命を
知ることはできない。理性の法則に対する自然
の法則の従属がなくなると、人間が「生きてい
る」ということは、その人を外から観察しても
認められず、その人自身の意識においても、分
からなくなっている。
「熱に浮かされたり、精神錯乱に陥ったり、
断末魔の苦しみにもがいていたり、酔っばらっ
ていたり、さらに情慾に我を忘れていたりする
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人間の動作が、どれほど力強く、すばやいもの
であっても、その人は「生きている」とは認め
られない。………ただ、その人のうちに「生
命」の可能性を認めるだけである。………」
(L. H.トルストイ 八島雅彦訳「生命につ
いて」 14章 人間の生命は空間と時間のうちに
は生じるものではない p.93)。
生きる矛盾ー ErichFromm -
人間という生きものが、理性（思惟、表象能
カ、自己意識）と云う高等な精神能力を日常的
に使用し得るようになると、動物的存在の特徴
である「調和」 （身体と精神の一体化）が崩壊
した。かくて人間は自己意識を持つようになる
前の「自然との調和」のある状態に戻ることは
できなくなった。自己意識を持たぬ動物は「自
分は死ぬのだ」ということも「知らず」に「生
存」しているのであるから、 「自分は生きてい
るのだ」ということも「知らない」のである。
であるから動物には「調和」の崩壊もないので
ある。
人間は、たまたま、あるとき、ある所で、こ
の世に送りこまれ、また、たまたま、この世か
ら無理やりに送り出される。人間は自分が何で
あるか、分かっているので、自分の存在の無力
と制限に気づいており、自分の終焉、 「死」を
予見するが、自己の存在の「分割」 (dichoto-
ず、また、これに贖るべからず。
恐らくは汝ら死なんと云いたまへ
り。蛇おんなに云いけるは、汝ら
必ず死ぬることあらじ。神、汝ら
これを食らう日には、汝ら目開け、
汝ら神のごとくなりて、善悪を知
るにいたるを知り給うなりと」
（創世記 3•3-5) 
人間は神の「息吹き」を吹き込まれて、 「生
ける魂」となったが（創世記 2 • 7)、いま
やパラダイスを追放され、「理性魂J(Arista-
teles)となった。
アリストテレスにおいては「魂」 (psych
e)と云う語は「生命」 (zoe)という語と殆ど等
しい意味の広がりを持っている。つまり魂は人
間のほかに動物にも植物にもあり、生命力とし
て生き物全体に行き亘っていて、 「魂をあたえ
られたもの」 (Beseeltes)は「生命を与えられ
たもの」 (Belebetes)と全く同じ意味となり、
人間の「魂」 (Animarationslis) （理性魂）
は動物の「魂」 (Animasensitiva)（動物魂）
に組み込まれており、理性的意識（理性魂）は
個体維持（動物魂）と種族保存（植物魂）に包
まれている。こういうわけで、人間は「身体」
と「精神」を賦与された実体として、その存在
の分裂（生の矛盾）に苦しむこととなり、それ
my)一身体と精神の間の分裂ーを免れ得ない。 に対して、 「思惟」 （思惟する理性一nous
精神を自己から引き離そうとしても、離せない。 一）においてだけでなく、生の過程、感情と活
また、生きている限り、自己から身体を切り離 動においても対応しなければならない。新しい
すこともできない。一人間は、自然（身体） 「調和」 （均衡）を求めて自己の存在を凡ての
との一体化という「調和」の状態にあった、 側面において一体化を求めて必死に努力する。
「エデンの園」を追われて「神」に背反する そのためには一つの目標、一つの理想あるいは、
「知」を求め、自己と自己の存在の意味を自己 神の如き超越的な力への「帰依」が「生きる過
に説明する課題を与えられて、罪業に「苦悩す 程」 （生きていること）を完成させるために必
る」人となったのである。
「されど園の中央に在る樹の果実
をば神、汝等これを食べるべから
須の要求となるのである。 (ErichFromm : 
Psychoanalysis and Religion. 1969) 
意識と生命
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「意識」とは「精神的」といわれる、さまざ
まな心の状態およびさまざまな心の動きの特徴
を表すものであるが、単純に「物質的」といわ
れるものに対立するものである。
意識は人間の「内的生命」一理性魂（アリス
トテレス）ーを示す徴してあって、意識は「内
的生命」から惹き起こされる、さまざまな心の
動きとは本質的に異なるものではない。他方、
「自然的生命」ー動物魂（アリストテレス）一
は、それから惹き起される複雑な生理学的諸過
程の結果として人の生活（生存）を築き上げる
力となるのを見ると、 「内的生命」と「自然的
生命」との間に大きな相違があることが分る。
それは生命活動が「意識的」であるか、ないか
ら来る (WolframMeischner• Erhard Es -
chler: Wilhelm Wundt 1979)。
自己意識
自己意識とは「思考し」、 「感情をもち」、
やっぱり自分で「生き」ねばならない。人間は、
「理性」によって自己の存在の矛盾一生の矛盾
ーの解決に挑戦を余儀なくされる。
人間の生命は、低級な生物におけるように、
自分の属する「種」の生命の紋切り型のパクン
を繰返すことによって受動的に「生かされる」
ことはあり得ない。自分で「意識して」生きね
ばならない。人間は、その理性を、自己が自然
の支配者に、そして自己自身の支配者になるま
で発達させ続けねばならない。
人間という「生きもの」における員の生命の
発生は、こうして人間の内に動物としての主体
である「自我」を、人間としての主体である
「自己」に従わせる、新しい関係ができたとき、
始まると云ってよい。そのとき、その人は員の
人間の生命に向って生れ出ようとしている。植
物の実が熟して地に落ち、新しい芽を吹き出し
たとき、古い種は個体の凡てを捨てて、新しい
「意志する」ものとしての自我すなわち自己自 生命に委ねばならないのと、丁度、同じように
身を知ることである。それは、自己の外に対す 理性的意識は動物としての個体の中で知らない
る関係においては対象（客体）に対する主体と うちに、大きくなり、個体の生命がこれ以上、
しての自己発見であり、他者に対する自己 生き続けることは、死を待つだけのことだと、
（「わたし」）の発見である。 「わたし」は、わ
たしだけが「世界」に対して持つ一定の関係の
うちにある「もの」であり、これは生命の根本
であって、この「わたし」がなかったら、わた
しの生命も、他のどのような生命も、生きてい
るか、どうかも分からない。
人間の生命の誕生
人間は、自己の鍍の生命ー「内的生命」ーを
意識して（意図して）自分で作らねばならない。
しかし、その生命には「自然的生命」が、生物
的一身体Leibとして一存在形式と物理的ー物
体Karperとして一存在形式として結び付けら
れていて、この二つの存在形式は独自に自然の
法則に従って存在し、人間はこれに参加できな
い。それでも理性的「生きもの」である人間は、
気付くとき、人間はいつまでも壊れゆく個体に
自己の生命を託することはできなくなる。新し
い生命に凡てを任せる他に、生きる方法はない。
このとき、その人における「生の矛盾」は消え
失せる。
「一粒の麦、地に落ちて死なずば、
唯一つにて存らん、もし死なば多
くの果を結ぶべし。己が生命
（魂）を愛する者は、これを失い、
この世にてその生命（魂）を憎む
者は、これを保ちて永遠の生命に
至るべし」 （ヨハネ 12• 24-
25) 
理性ーLogos-
人間が、 「万物の霊長」であると云われるの
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は、人間が他の動物と異なって「理性魂」 (A-
nima rationalis)であることを云うのである
が「理性」は、人間が意識する法則であって、
自己が生きていることを「意識する」とき、人
間の興の生命が実現されるのである。人間の生
命は個体の「生存」の内に「顕現」するに過ぎ
ないのであって、員の生命は時間と空間の外に
ある。理性的意識によって指示される目標は眼
に見えない。この眼に見えない目標だけが人間
に生命を与える。
理性的意識とは一体、何であろう。その定義
はむつかしいが、われわれは、それを知ってい
るし、それを知らずにいることは出来ない。理
性こそ「生きている」人間凡てを一つに結び付
ける基盤である。理性は神の「みことば」 （ロ
ゴスlogos)である。 「みことば」 （ロゴス）
は凡てのものを規定するが、他の何ものによっ
ても規定されない。
「はじめに、みことば (logos)
があった。みことばは神と共に
あった。みことばは神であった。
みことば（この方）は、はじめに
神とともにあった。この方によっ
て、万物が創られた。創られたも
ので、この方によらないで創られ
たものは何一つなかった。この方
の内に生命があった。この生命は
人間を照す光であった」 （ヨハネ
1•1-5) 
人に興の生命が、どのようにして産まれるか
は、人間は知ることができない。箕の生命は
「永遠に存するもの」であり、不変・不動であ
る。生まれたり、滅びたりするものは、 「個体
の生命」であって、 「永遠の生命」は空間と時
間の外においてのみ現出するものである。
I. 肉のよみがえり
「われは………肉のよみがえり、
永遠の生命を信ず」 （使徒信教）
「永遠の生命」という言葉は、キリスト教徒
の「終りなき（不死）の生命」に対する信仰を
明確に示すだけでなく、また「肉のよみがえ
り」の信仰の確認でもある。この終りなき（不
滅）の生命の信仰は「肉のよみがえり」 （体の
生き返り）と緊密な関係にある。
信仰に生きる
ところでキリスト教徒は現実に二つの生命一
「今の生」と「永遠の生」に直面していると
云っても間違いではないであろう。この二つの
現実は、しかしながら互いに相容れない、離れ
た存在である。前者は、今、ある、 「流し者」
とされて生きるこの世での生であるが、後者は
「自己の故郷」として生きるべきあの世での生
に他ならない。併し、信仰者にとっては「永遠
の生命」は既に始まっている。信仰する者は、
「死する生」から「生きる生」へ、いま、既に
境界を踏み越えている。それゆえ信仰者は新し
い生に向って一歩、踏み出したのである。
「わたしは日々、死につつある。
しかし、それとともに少しづつ新
しい生に入りつつある。わたしの
「死」は日ごとに死につつあるが、
わたしの「生」は日々その力を増
しつつある。 「生命」は積み上げ
られるから。土で創られた脆い器
（体一魂）は日ごとに壊れてゆく
が、しかしその中に収められてい
る宝（霊）はそれだけ一層、日毎
にその価値が高められる。 「外な
る人」は壊され、 「内なる人」は
日ごとに少しづつより新しくされ
る」 （コリント後書 4• 5) 
信ずる者は新しい生命に入るために「よみが
えらされ」 （死んで生き）ねばならない。その
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生命はキリストとともに、キリストの内に在る 聖書も新約聖書も、死後の生き残りをギリシア
信仰から来る。それゆえ神のうちに隠されてい の哲学におけるように「魂」だけの存続よりも、
る。これは神の「霊」によって約束されている。 人間全体（「体と魂」ないし「肉」）の「よみが
ここでは凡ては「神の霊」にかかっている。
(A.Maillot: le CREDO ou Symbole des 
apotres. 1979) 
不滅でなくて永遠・魂でなくて肉
ここで、われわれは、ギリシア思想からキリ
スト教に入った、 「霊魂不滅」の教義との関係
を考慮せねばならない。この教義には神認識に
到る正しい直観があるにも拘らず、 「魂」につ
いての定式化に誤りがある。旧約聖書も新約聖
書も人間の魂を人間の肉に対抗するものとはし
ていないからである。魂そのものは「自然」の
生命であって肉の領域に属するものである。そ
れゆえ魂は人間自身と同様に壊れ易く、 「死す
べき」ものである。
古代ギリシア人は「霊魂の不滅」 (lacroya 
nee a l'immortalite de l'ame)を信じてい
た。人間には体は死んでも生き残る不滅の部分
（魂）があると信じていた。併し「不滅」とい
う語 (aphtharsia希語）の新約聖書での使用
例は非常に限られている。一例を挙げれば、
「忍耐強く善を行い、栄光と誉れ
と不滅のものを求める者には、神
は永遠の生命お与えになり、……
…」 （ロマ書 2 • 7) 
があるが、稀な例であって「不死」とか「不
滅の」概念は聖書的考え方にはなじまないもの
のようである。このことは「（霊）魂の不滅」
（ギリシア哲学）と「永遠の生命（聖書思想）
との間に大きな相違のあることを示唆する。
「不滅」と「永遠」との間には相通ずる点もあ
るが、大きな意味の相違がある。 「永遠」 (l'e
ternel)にあたるヘプライ語の意味は「不滅」
でも「不生」でもなく、不変、不動であり、
「いつでも存在する」の意味である。また旧約
えり」を考えている。
「なんじの死者は生きかえり、わ
が民の屍は（と共に）起きん。塵
にふす者よ、醒めて、うたうたう
べし。なんじの露は草木うるほす
露のごとく、地は、亡きたま（亡
霊）をいださん」 （イザヤ書 26 
• 19) 
永遠の生命と「よみがえり」
永遠の生命ー死後も存続する幸な生存ーとい
う教義は旧約聖書の思想においては非常に遅れ
て発展したが、この教義は新約聖書時代に入る
と死後の生の可能性としてキリストの「よみが
えり」との関係に結びつけられた。
「モーセが荒野で「銅」の蛇を杭
の上にかかげた ー エジプトか
ら脱出したイスラエルの民は砂漠
で蛇に噛まれて倒れたが、この銅
の蛇を仰ぎ見ることによって死を
免れた一 ように「人の子」も
あげられねばならない。それは信
ずる者が、皆、 「人の子」よって
「永遠の命」を得るためである」
（ヨハネ 3• 14-15) (民教記
21• 4 -9) 
「よみがえり」 （死から生へ返る）は「retu
-rn」であって、そこには分離が必要である。
その分離は決して「体」からの「魂」の分離で
はない「肉」（魂）からの神の「霊」の分離で
ある。人間の内なる「アダム」から「キリス
ト」の分離である。それは魂がキリストの内に
箕の生命を持つことである。
しかし、この人間の「肉」からの神の「霊」
分離は、 「再会」の期待と希望のうちにあり、
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「肉のよみがえり」 一 そこにおいて、肉と
霊はキリストの仲介により、神との「和解」に
よって決定的に一体となる 一 の期待のうち
にある。
「キリストがお前たちのうちに働
きかけるとき、確かにお前たちは
自己の「罪」のために死んでいる
が、神はおまえたちの信仰を
「是」 （義）とされたのであるか
ら、神の霊は、おまえたちに生命
を与えられる」（ロマ書 8• 10) 
よみがえりの体
「墓には魂（自然の生命）によっ
て生命を与えられた体（魂体）が
横たわっているが、それは全く神
の霊によって生命を与えられた体
（霊体）として、新しい生命（永
遠の生命）に、よみがえらされる。
地に埋められているときは、死す
べき自然の体（魂体）であるが、
よみがえらされる（生き返らされ
る）ときは、霊の体（霊体）とな
るのである」 「最初の人間、アダ
ムは生命ある魂（生きもの）と
なった、と書かれている（創世記
2• 7)。最後のアダム（キリ
スト）は生命を与える「霊」と
なった」 「人間の祖たるアダムは
「塵」で作られた人であって、地
から来たが、第 2の人（キリス
ト）は天から降った」 （コリント
前書 15• 44-46) 
「わたしたちはの国籍は、天国に
ある。そこから救い主、主イエス
・キリストの来られるのを、わた
したちは待ち望んでいる。キリス
トは万物をご自身に従わせる力の
働きによって、私達の卑しい体を
ご自身の栄光の体と同じかたちに
変えて下さるであろう」 （ビリピ
書 3• 20-21) 
「われわれは、この地上に生きて
いる限り重荷の下にあえいでいる。
そして天にある神の準備された棲
み処に憧れている。われわれは、
地上の死すべき体を脱ぎ捨てよう
としないで、永遠に滅びることの
ない体をその上に、重ね着しよう
と願っている。死すべきものが、
「生命」に呑み込まれるよう
に。」 （コリント後書 5 • 4) 
「兄弟よ、これは全く確かなこと
である：肉と血から作られている
人間は、神の新しい世界へはいる
ことは出来ない。 「滅ぶべき体」
が不死になることはありえない。
ここでお前たちに、一つの秘密を
明かそう：われわれの凡てが死ぬ
わけではない。しかし、ラッパが
最後の審判のときを告げるとき、
われわれは皆、眉一つ動かさぬ間
に、 「変身」させられる。ラッパ
が鳴ると、既に死んでいる者は滅
びることなき生命に「よみがえら
される」。しかし、その時まだ生
きている者は、皆、新しい体を得
る。死にかけている、われわれの
死すべき体は、必ずや、いわば不
死の体を身に着せられる。死は其
の体に何の力も及ぽすことはな
い」 （コリント前書 15• 50 -
53) 
かくてキリストを信ずる者は「よみがえり」
のキリストの体とともに不朽の体に変化する。
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いわゆる肉のよみがえりである。この変化は再
臨に際しての「希望」である。
Il. 限りなき生命
霊と魂と肉
聖書における人間の生命に関する心理学的考
察にあたっては、魂(nephes伯語）と霊(ro-
uah伯語）との区別について知る必要がある。
両者はともに人間の生命現象ではあるが、対照
的に対立の関係にあることも明白である。
魂 (nephes)は、ギリシア哲学における
「体」から引き離される一つの実体としての魂
(psyche)ではなくて、神の「息吹き」に
よって生命を与えられた「生きもの」 （もの）
である。
事実、旧約聖書には一全体としての「体」と
いう用語はなく神から「霊」（生命）を与えら
れる「もの」（体）は、しばしば「肉」として
語られている。この「肉」は「神と神の霊」と
は対照的に有限の地上の被造物として、つまり
「人間」の意味で用いられている。人間一生き
もの一は、霊と「もの」との不可分の単一体
（生ける魂）であり、ギリシア哲学におけるよ
うな人間の不死の部分としての肉体から離脱し
た「魂」のような霊的存在は考えられない。こ
ういう訳で旧約聖書における魂の不死の希望は
肉の「よみがえり」信仰となる。もっともパウ
口は新約聖書において、 「よみがえりの体」の
霊的であることを述べている。
霊 (rouah)は「創造主」が生命をわかち与
える普遍的な「生命原理」であり、非物的なも
の（実体）である。魂 (nephes)は「被造
物」として生命を与えられた個々の有機体（生
きもの）を意味する。
「エホバ神 (l'EternelDieu)土
の塵をもちて人を造り、生気（い
のち） (souffle vital -1'esprit) 
をその鼻に吹きいれ給えり、人す
なわち「生けるもの」 (etre vi-
vant)一生ける魂 (nephesha-
yyah)となりぬ」 （創世記 2 
• 7) 
すなわち地の塵に吹き込まれた神の霊（神か
ら生命を与える普遍的原理）は生ける魂（個々
の生きものの生命原理）となったのである。そ
して塵は地に還り、霊は天に還るとき、 「生け
る魂」は消滅する。
「而して塵は、もとのごとく土に
還り、霊 (!'esprit;rouah)は、
これを賦けし神に還るべし。伝道
者云う、空の空なるかな、皆、空
なり」 （伝道の書 12• 7 -8)。
肉と霊
「霊と魂」あるいは「霊と肉」における二つ
の語が最も際立った対立において使用されるの
は、キリスト教徒の信仰生活の「心理学」おい
てであろう。パウロは「霊」から「魂」を区別
させる「標識」を、人間を構成する要素の一つ
としての「体」に求めて、一つの「心理学」を
作った。(「fleshand spirit」inthe west-
minster Dictionary of the Bible by J. P. 
Davis) 
「・・・また、あなたがたの霊も
魂も体も何一つ欠けたところのな
いものとして守り、わたしたちの
主イエス・キリストの再臨のとき、
非のうちどころのないものとして
くださいますように」 （テサロニ
ケ 5• 23)。
パウロは人間の「精神（心霊）生活」 (vie
psychigue)を神のほかに「体」にも関係づけ
て考えたのであった。かくてパウロは「精神
（心霊）生活」を「体」との関係において見る
とき、 「魂」と呼び、 「神」との関係において
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考えるとき「霊」と呼んだ。そして魂中心に生
きる人を、 「自然の人」あるいは「肉の人」と
呼び、神中心に生きる人を「霊の人」と呼んだ。
霊と魂はもともと相互に関係のない二つの精
神（心霊）生活ではなくて、もともと、この二
つは、人間の現実の「精神」 （心霊）活動の持
つ二つの側面であって、それは一面から見れば
より「霊」的であり、他面から見ると、より
「魂」的であると、云うことである。
であるから人間は、凡て霊の人ともなり、魂
の人ともなる。かくてパウロは人間の本性は
「善（霊的性質）と悪（魂的性質）とに分かれ
ると考えた。そして善と悪の精神生活のそれぞ
れには体の法則と理性（知性）の法則が働いて
いるが、この両者の間の闘いが「肉と霊」との
間の対立であるとした（ガラテヤ 5• 17)。
「肉の欲するところは霊に反し、
霊の欲するところは、肉に反する
からです。肉と霊は相互に対立し
ているので、あなたがたは、自分
のしたいと思うことができないの
です」 （ガラテヤ 5• 17)。
こうして悪の坐は「肉」であり、善の坐は
「霊」であるとした。ここで霊の心は神の法則
をみとめるが、肉の心は神に敵対する（ロマ書
8• 7)。それゆえ神の法則は肉の法則に対
し微力である（ロマ書 8・3)。かくてパウ
口は人間の本性は生まれながらに「善」ではな
くて、 「悪」であり、人間は肉一罪の奴隷であ
るという。
「しかし今や、イエス・キリスト
とともにある者にとっては、死の
宣告はない。なぜならば、イエス
・キリストと一体となることに
よって、私は「霊の法則」によっ
て「生命」を与えられ、 「罪と死
の法則」から解放されたからであ
る」 （ロマ書 8•1-2) 。
「己の「肉」に種を蒔く者は、肉
から「滅び」を苅りとり、 「霊」
に種を蒔く者は霊から「永遠の生
命」を苅りとる」 （ガラテヤ書
6・8)。
新生 一聖霊降る一
「新生」 (paliggenesia希語ーもう一度、
生まれるの意ー）に対応する「語」の含まれる
古典的聖句は「ヨハネ福音書」にある。
「人は新に生まれなければ、天國
に入ることはできない」 （ヨハネ
3・3) 
「水と霊によって生まれなければ、
神の国へ入ることはできない」
（ヨハネ 3• 5) 
これによると人は自然に生まれたままでは霊
的生活に入ることはできず、人の霊的生活は、
その源泉を、ただ神からのみ発することがわか
る。 「新生」と呼ばれる、この霊的変化は、そ
れに「神の力」が欠けるならば、何ものも効果
を与えることのできない「変化」であると、云
えよう。
「わたしたちは、この世の霊では
なくて、神から来る霊を受けとっ
た。それゆえ、われわれは神がわ
たしたちのために、なされたこと
を知ることができる」 （コリント
前書 2•1-2) 
神から出る霊を受けると「神の子」とされる
（ロマ書 8• 14)。そして神と人間の間は親
密である。
「神の霊によって生かされている
者は凡て神の子である」 （ロマ書
8・1-4) 
「神の霊は、わたしたちの内に生
きているのであるから、わたした
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ちは神を「父」と呼ぶ」 （ロマ書
8• 15-16) 
「われわれの行った「義」とされ
る行いによって、ではなく、神よ
りの恵みによって、神はわれわれ
をお救いくださいました。聖霊は、
「洗礼」の水によって、われわれ
を「もう一度生まれさせ」 （新
生）、われわれを「新しい人間」
にされました。神はこの霊をわれ
われに救い主、イエス・キリスト
を通して豊かに与えられました。
キリストは神の恩恵をわれわれに
賜ることにより、われれわが神の
前に「義」とされて、待ち望む
「永遠の生命」を得ることができ
るようにして下さいました」 （テ
トス 3•5-7) 
「だれでも「キリストの中に」
(en Christo)にあるものは、新
しく創られたものである。古いも
のは消え去った。見よ、新しく
なった」 （コリント後書 5 • 
17) 
えられた「神の子」 （キリスト）
への信仰のうちに生きている。」
（ガラデヤ 2• 20) 
信ずる者には自己の主体に転換が起ているの
である。パウロは「わたし（自我）は律法の生
を生きることによって霊的に殺されました。し
かし、いま私は自己をキリストと共に十字架に
つけることによって、キリストの中に生きてい
る」 （ガラテヤ 2• 19)と云う。
信仰とは自己を神に委ねる、あるいは断念す
ることである。一わたしは死んだーとすること
であるが、その信仰へ決断する自己の「主体」
は、 「わたし」ではなく「私の中に」生きてい
るキリストであった。この「キリストが私の中
に生きている」ということは、それまでの律法
的生の主体であった「自我」が滅びて一「自
カ」と云う構造ー「自我ー超自我」一の崩壌つ
まりエゴの放棄によって（八木誠一： 「パウロ
人と思想」 p.138)ー自己の究極の主体がキ
リストになったと云うことであり、それによっ
てわたし（「肉の人」）が本来の私（「霊の人」）
になったのである。そのとき、霊的に死んでい
た自己はキリストによって生き返らされたので
ある。それをパウロは「聖霊を受けたのだ」と
パウロはキリストから「新しく創られた」わ 述べている図 (1)。
たしを「内なる人間」と呼び、普通の意味での 「救済」は人間を肉の支配（悪の原理）から
「わたし」 （個々の自我としての自己）と区別 霊の支配（善の原理）へ移すことである。この
し、わたしたちの「外なる人間」は衰えていく
としても、 「内なる人間」は日々、新たにされ
てゆく」 「見えるものではなく、見えないもの
に目をそそぐ、見えるものは過ぎ去るが、見え
ないものは永遠に存続するからである」 （コリ
ント後書 4• 16-18)と云う。
信仰と霊
「わたしは今、肉において（この
世で）生きている限りは、わたし
を愛し、私のためにその生命を与
経験はイエス・キリストを通じて可能となる。
キリストは、 「肉」にあっで罪に墜ちた人でも、
信仰する人は「肉」ではなくて、 「霊」に従え
るようにして下さる。 （ロマ書 8・3 -4)。
「笑む今の素直になりしこのいの
ち在るとは識らず「生かされて」
知る」
（死刑因だった島 秋人氏の処刑前夜に色紙
に書き残した歌である。 （島 秋人：「遺愛
集」）
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これは、わたし（肉の人）は、もはや生きて 要するにそれら（死ぬ•生きる）は「問題でな
いない。しかしキリスト（霊）が私のうちに生 い」のであり、ここにこそ、不死（永遠の生
きていられる。それゆえ、わたし（霊の人）は 命）の根本義もあろうかと考えられる。」 （黒
生きている、と云うことであろう図(1)。 田正典「第六感学入門」 36.不死と永生）。パ
キリストに生きる ウロの唯一の願望はキリストの「よみがえり」
興の生命は「霊にある生命」である。死は、 によって可能にされた状態に到達することで
これを越えて、何の力も及ぼすことはできない。 あった。それを手に入れることは自分自身の
パウロにとっては、死ぬるも生くるも同じこと
であった。 「キリストの内に」あることを知っ
ていたからである。こういう訳で「真の生命」
は、ここに今、ある永遠の生命である。
「このような瞬間一目下、ただ今ーが誠に、
揺るぎない永遠であり、不死であると思われ
る。」 「この様な境地では、一瞬、一瞬が充実
しているため、生命が「この今、尽きてもよ
い」し、また「持続してもよい」と感じられる。
「死からのよみがえり」であった。 （ピリピ
3・7 -14) 
キリストとともに生き、十字架につけられた
キリストとともに死ぬ。これは、人間が世のは
じめにキリストの中に一神の子として一創られ
た目的の実現である。
（天）
「永遠の生命は、凡ての者が、唯
ーの箕の神であられる汝となんじ
の遺し給ひしイエス・キリストを
平安
一
—•神一
一
キリストからの生． • 一、
膜罪
悔い改め
滅び・ 死への生 （地）
図(1)。 「死への生」から「キリストからの生」へ
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「知る」ことにあり」 （ヨハネ
17• 3) 
N. 時間と永遠
現在・過去・未来
人間は、過去を過去へ置き去って、現在の重
荷にから自由にされなかったら、生き続けるこ
とはできないであろう。過去がそのままに残っ
たら、生命は死んでしまう。生きると云うこと
は、過去を後にして、未来に進むことに他なら
た」とは云われないで、 「わたしは在る」云っ
ていられる。イエスは「永遠」から来る自己の
始まりについて述べていられるのである。
時間は生きる人間にとって「神秘」である。
われわれの生きる瞬間は、現在であり、ここに、
今、あると云う「現存」を持つ時間であるが、
われわれ人間は、どのようにして、この「今」
を持つことができるであろうか。現在の瞬間は、
われわれが、それを考えるとき、消失している
であろう。現在は過去と未来の間の絶えず移り
ない。しかし、われわれが生きているのは、今、 行く境界線であろう。この移り行く境界線に、
現在である。 われわれは留まる場を持つことはできない。現
人間は「まだ存在していない何ものか」 （未
来）に向って進み、また「もうこれ以上、存在
し得ない何ものか」 （過去）から来ている。ゎ
れわれは、かって存在したことによって、今、
在るものであり、我々には終りがあるように始
めがある。 「これ以上、存在しなかった過去」
在には「過去の最後の時間」と「未来のこれか
ら来る最初の時間」以外には何もないとしたら、
現在にはどんな時間があるであろうか。われわ
れは現実にそこに生きる時間すなわち「現存」
を持つことができるであろうか。
しかし、われわれの生きる時間は神秘である。
を心に思い描くことは「存在していない未来」 われわれは一つの現在を、またそれ以上のもの
を心に思い描くことと同様に難しいことである。 をもつことが出来るのである。われわれは、こ
われわれは「今」、われわれが存在する、この れから来る時間、未来は、それを想像すること
今がわれわれの時間であると思っている。そし によって現在の中に持っている。同様に過去は
てその時間を失うまいとする。われわれは死後 それを想起することによって、現在の中に持っ
の生について考えるが、出生前の生については、 ている。こうして、われわれは現在において、
たずねることは稀である。しかしながら、出生 われわれの未来と過去が、われわれのものと
前の生を訪ねないで死後の生を訪ねることはで
きない理である。この二つの生命は別々のもの
ではなく、一つの生命であるからである。
ヨハネ福音書には、キリストの永遠について
述べられているが、キリストの永遠への昇天に
ついても、永遠からの降臨についても述べてあ
る。
「まことに、まことにわれ汝らに
告ぐ。アプラハムの生まれいでぬ
前より、我は在るなり」 （ヨハネ
8• 59) 
イエスはアプラハムの以前に「わたしは在っ
なっているのである。しかしながら、もし今、
決して途切れることのない、おびただしい時間
の流れを考えるならば、 「現在」という時間は
何虞に存在し得ようか。
時間と自己
時間は生きる人間にとって謎であるが、現在
という謎は現在、過去、未来の三つの謎の中で
最も不可解な謎である。過去と未来は現在にお
いて結合している。そして「今」は「後方か
ら」の到達点であり、また「前方へ」の出発点
でもあるが、また、それは常に「過去から」
「未来へ」続く広がり (Dimension)でもある。
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実に「今は、時間の区切りではなくて、時間そ
のものである」 (M.Heidegger)。これは、時
と時との「間」としての「今」が未来と過去と
を含む、時間全体を生み出すことを云うのであ
り、 「今」に、凡てのことが連続して在り、自
分自身もまた自己として在るのである。この断
絶のない纏まった「拡がり」である「今」とい
う時間に過去と未来にまたがる「わたし」の
「私が私であること」すなわち「自己であるこ
と」という人間存在の基本的構造一ここに自己
存在感があるーが成り立つのである。
「個別的生命の有限性が止揚され、個別的生
命が、無限の普遍的生命に触れる瞬間には、
「今」は、も早や、そのような時間の前後の方
向性を失って、何ものも到来せず、なにものも
過ぎ去ることのない瞬間として、永遠の停止と
して、意識されるに違いない。………それは、
もはや「今」ということすらできないだろう。
強いて云えば、無時間の無際限な拡がりの中で、
宇宙大の「自我」が実感されていると云うこと
が、あるのみであろう」 （木村敏著「時間と
自己」 p.148) 
永遠の今ーPaulTillich -
われわれの生きる時間は、現在、今ここにあ
る「現存」を持つ時間であるが、その現在には
一瞬、一瞬、更新されつつ、いつまでも変わら
ぬ「自己」が現存する（「自己創出」中村桂子
1993)。
これは、時間の凡ての瞬間が、 「永遠」の内
に停止するのでなければ、あり得ないことであ
る。有限の生命（個我）を生きる、われわれ人
間のために、おびただしい時間の流れを受けと
めるのは「永遠」である。 「永遠」はいつでも
在り、時間の前に時間なく、時間の後に時間な
く、時間を越えて永遠がある。われわれのため
に地上（この世）の今を与えてくれるのは「永
遠の今」である図 (1)。
「われわれは、それがいつまでも
変らず今日（今）である限り生き
ている」 （ヘプル書）
今という「現在」は、たとい一瞬であっても、
消えてゆく時間でなくて、現前に「待つもの」
として存続している。われわれは、この現存に
おいてのみ、呉に「生きて」いるのである。
「しかあれど、エホバ (lePere 
I'Eternel父なる永遠に在るも
の）を待ち望む者は新なる力に
よって生き返らされん。また鷲の
如く翼をはりてのぼらん。走れど
も、つかれず、歩めども、あきざ
るべし」 （イザヤ 40• 31) 
しかし、すべての人がそして誰でも、何時で
?
??
? ↓????
?
??
??
?↑?
↓?
??
?
，?’~ ? ??? ? ?
.-i.l<. 還
図(2)。永遠の今
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もこの世の「今」の中に、この「永遠の今」の 生きることができるからである。これは罪の意
あることに気づいているわけではない。しかし 識とその痛みを、 「永遠に」忘れ去ることがで
時には「永遠の今」が、われわれの意識の中へ きるからである。
突如、破れ出て時間の中に割り込み、われわれ こうして過去を想い出すにもかかわらず、忘
に「今」という、われわれの持つ時間を与える。 れることができることが、 「赦し」である。わ
こうして、われわれは時間の持つ一つの拡り れわれは自己の罪を赦され、したがって「永
(Dimension)としての「永遠」なるものの存
在について確信を与えられる。
「われは在るものとして在る」
遠」の内に忘れ去られるとき、はじめて、員に
生きることができる。また、われわれは、他者
の罪を赦し、自己の罪を赦されるとき、はじめ
（出エジプト記 3• 14) て愛することができるのである。神は、われわ
これは、 「われは永遠に在るものとして、今、 れに過ぎたことに対し赦しを与えられる。来る
ここに現存する」の意である。神は地上の時間
に縛られて生き、現在に立つ場を欠くわれわれ
のために、永遠の今を与えられる。そして永遠
にとどまる生命を与えられるのである。
忘却と赦し
「われはアルパであり、オメガで
ある。われは始めであり、終りで
ある」 （ヨハネ黙示録 21• 6) 
神は、われわれが、それから来た、 「始め」
であり、われわれが、これからそれに向かう
「終り」でもある。神に向かって進むとき、わ
れわれは新しい日々を迎え、古い日々を後にす
る。この歩みの過程が、人間に与えられる生き
べきことに対し、勇気を与えられる。 「永遠の
今」において安息を与えられる。 (PaulTilli-
ch: The Eternal Now, Charles Scribner's 
Sons, 1963) 
我 ー自己自身ー
人の生命は、その人の周囲の世界に対して持
つ「関係」にあり、それは世界に対して現存し
ている。更に詳しく云えば、関係とはわたしだ
けの「わたし」を作っている、わたしが身を置
く周囲の世界に対する関係を云うのである。そ
れが、わたしを「わたし」たらしめるもの、
「わたし」ー自己自身ーなのである。
人間は他者との関わりにおいて自己となるも
る時間、すなわち「現在」であり、 「現存」で のである。向いあう存在である他者は現れ、ま
ある。このわれわれの持つ時間すなわち現在に、 た消えてゆく。しかし、これがたび重なると何
「過去」から「未来」が作られる一生命の更新 時でも他者に同伴する者、つまり自己が意識に
ー。これが可能になるのは、われわれ凡ての生 立ち現れてくる。自己の意識は、最初のうちは、
命に、 「忘れること」が神の賜物として与えら まだ他者との関わりの内にのみ現れるに過ぎず、
れているからである。この忘却の最高の形式は 「他者でもないもの」として自己は他者から識
「赦し」である。われわれは「赦し」によって 別されるだけである。こうして、この自己の意
自己を傷つけた人を「受容」する、永続きする 識は次第に強められる。そして、遂に自己と他
好意を持つことができる。また他者を傷つけた 者一「我と汝」一の結合は解かれて、自己自身
自己の罪と痛みの意識を過去に押しやり、他者 すなわち他者から分離された自己に対して、他
との交りの新しい方途を開くことができる。ゎ
れわれが「悔い改め」のできるのは、われわれ
は自己の罪を認めつつ、なお、それを受容して
者に対するかのように向かい会う。すると自己
は惣ち独立の自己自身の存在を主張する。それ
以後は、人は自己自身の存在を意識しつつ、
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「我と汝」の関係の中へ歩み入るようになる。
我とそれ 一経験一
しかし、この時はじめて、もう一つの関係
「我とそれ」が現れる。そして、これまでの関
係の相手であった「汝」 （他者）は次第に色あ
せて来て、 「それ」 （もの）が「汝」 （他者）
の代りに立ち現れる。しかし、この関係では
「それ」 （もの）は「我と汝」の関係における
直接の、相互的な「我」との「結合」を欠く関
係にあり、知覚や「経験」の対象としての「そ
れ」（もの）である。こうして分離された「我」は
単独に存在する「それ」 （もの）を経験し、利
用する主体に変貌を遂げて登場し、あらゆる存
在を捉え、自己自身と組合せようとする。
わたしは「なにものか」を知覚する。 「なに
ものか」を感覚する。 「なにものか」を想像す
る。 「なにものか」を欲求する。 「なにもの
か」を感情の対象とする。 「なにものか」を思
考する。しかし人間存在の生は、このようなこ
と一「もの」の世界ーだけから成り立っている
のではない。人間は世界を経験すると、云われ
る。しかし経験だけが人間に世界をもたらすも
のではない。わたしが経験するのは世界の一面
に過ぎない。経験しつつある人間は世界そのも
のに関与していない。経験とは「人間の内部
で」行われることであって、人間と世界の間に
おける事柄ではない。
経験の対象としての世界は、 「我とそれ」に
属しているが、 「我と汝」は関係の世界を打ち
立てる。わたしは、一人の人間に対して、私は
「汝」として向かい会うとき、その相手は「も
の」のうちの一つではない。わたしが「汝」と
呼びかける他者を、わたしは経験しない。この
とき、わたしは「我と汝」の関係の中に立って
いる。わたしがその関係から歩み出るとき、わ
たしはその人を経験する。経験するとは「汝」
を遠ざけること（疎遠）である。 「我と汝」の
関係はそれに反して結合（一体化）であり、
「それ」に対するのとは較べものにはならない
程、親密である。
我と汝ーMartinBuber-
かくて、人は世界に対して二重の態度を採り
得るのに応じて、二つの自己をもって臨むよう
になる。 「我と汝」における「我」は人格 (P
erson)あるいは自己と、 「我とそれ」におけ
る「我」は個我 (Eigen-wesen)あるいは自
我と呼んでもよいであろう。 「我とそれ」との
世界は経験する世界であり、時間と空間の中に
ある。しかし「我と汝」の世界は、精神的、直
接的であって我と汝の間には欲望も、知覚も、
目的も、記憶さえ存在しない。時間と空間の外
にあり、あらゆる仲介物を排除した「出会い」
において、はじめて人間は「精神」の中に生き
ている。 「我」と「汝」は一つの全き存在をな
し、 「わたし」は「汝」との関わりにおいて
「我」となり、 「我」となることによって、わ
たしは「汝」と語るのである。 「汝と呼び」、
「汝と呼ばれる」関係がある。わたしが「汝」
と出會うのは、 「汝」がわたしに出會うからで
ある。人間の人間に対するこのような関係は、
人間の神に対する関係の至当な写しであり、神
との関係においては、心からの語りかけには、
心から応答が与えられるであろう。
「神に近づけ、さらば神なんじら
に近づきたまわん」 （ヤコプ 4 
• 8) 
『神に酔えるひとりの男が、あるとき被造物
の世界から去って、広大な空虚のなかへ出かけ
ていった、という物語がある。彼はそこを歩き
つづけて、ついに秘密の戸口の前に着いたのだ。
彼はその戸を叩いた。内側から彼に向って呼び
かける声がした、 「おまえはここでどうするつ
もりなのか」、 「私は」と彼は答えた、 「死す
べきものの耳に向って、あなたを讃めたたえま
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した、けれども、彼らには、それを聴く耳がな
かったのです。それで私はあなたのところに来
たわけです。あなた自身に私の語ることを聴い
て、答えていただきたいのです。」、 「帰るがよ
い」、と戸の内から叫ぶ声がした、 「ここには、
おまえの語ることを聴く耳はない。死すべきも
のたちの聞こえない耳のうちに、私は私の聞こ
える耳を埋めてあるのだ』
『神の箕の語りかけは人間をして、言語が直
接に生きられる場へとおもむかしめる。………
そこで、もろもろの被造物の声は、手探りに、
求めあい、そして、探り損ってこそ、 「永遠な
る伴侶」に出合う」のである。』 （マルチン・
プーバー：田口義弘訳「対話的原理 I」p.
138) 
「愛せよ、人を自分より大切にせ
ょ、そのとき、 「私はお前に自分
自身を現わすであろう」 「天の父
とわたしは、お前のなかに訪ねて
話し始める」」 （ヨハネ 14 • 21 
-23) 
愛とは「関係」に立って「汝Jと呼ぶことで
ある。相手に向けておのれの凡てを「発し」、
「与える」。相手の凡てを「受けて」 「答え
る」。これが愛なのである。それは人格的な開
かれた関係であり、 「我とそれ」における閉じ
こもったエゴイズムとは正反対のものである。
ここに二者の対話があるが、しかし完全な関わ
りは三者からなる。 「愛には三者が存在する。
われと汝をつなぐ生命的な愛との三者である。
即ち愛とは『関係』である。 （アウグスティヌ
ス (A.Augustinus) :「告白」）
永遠の汝
人間はあらゆる個々の「汝」との関係から、
その「汝」が「それ」に化してしまうという幻
滅を覚えることは、避け得ないが、しかし、人
間の「汝」への志向はあらゆる個々の「汝」を
超えて「永遠の汝」へ達しょうと努める。凡ゆ
る個々の「汝」は、 「永遠の汝」がそれを通し
て望み見られる。一つは狭間である。もろもろ
の関係の延長線は、 「永遠の汝」において交わ
るのである。
神を探し求めて自己の生の道から離れること
は愚かしく希望のないことである。神は探し求
めるものではない。心にゆとりを持って、凡ゆ
る人に触れ合い、その人々の歩みを助けるとき、
凡ては、神の中における「出會い」である。
「わたしは貧者の中に、小さき者
の中に、見棄すてられた者の中に、
病む者の中にいる」 （マタイ 25 
• 31-46) 
われわれ人間、 「生ける魂」には、もともと
神を完全にそっくり受け入れる「力」を賦与さ
れているように見える。 「私には生きてること
に疑いをさしはさむことができないのと、丁度、
同じように神ほど「わたし」に近く在ますもの
のないことを信じて疑わない」とエックハルト
(M. Eckhart)は云う。 「神は、実に「わた
し」自身に向かう「我」 （自己）よりも「わた
し」の間近かに在ます」 「わたし」の存在の凡
ては、今、ここに現前される神にかかってい
る」と彼はつづける。このことは、 「わたし」
と云う人間に対してだけではなく、凡ての被造
物、ーかけらの石塊、一切れの木片にとっても
神はその近くに在ますことは間違いない。ただ、
これらの「もの」は、それを知らないだけであ
る。実に人間は、人間（自己）である限り、石
塊や木片よりも祝福されているのは、 「神の己
れにいかに近きか」が分かるからである。神を
「我」に対する永遠の「汝」として見出し得る。
(Meister Eckhart : Vom Wunder der 
Seele Eine Auswahl aus den Trakten 
und predigten. Reclam.) 
「ヤコプ目を醒まし言いけるは、
興にエホバ此処に在すに、我知ら
ざりきと」 （創世記 28 • 16) 
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